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高田製薬 日本経済新聞　2023年12月　1C W380×H100.5 mm　CSM23112802

監修 田久保 憲行
高田製薬は、患者さんや医療関係者の声に耳を傾け、医療ニーズに合った
医薬品の開発と情報提供で、健康な社会づくりに貢献します。

糖尿病には生まれながらの体質や遺伝的な要因による1型糖尿病と、食事や運動などの生活習慣が大きく関係して発症する
2型糖尿病があります。近年は、子どもを取り巻く社会的環境や生活習慣の変化で、子どもの2型糖尿病が増えています。
子どもの2型糖尿病は、学校検尿において尿糖陽性で発見される場合が多く、その約7～8割に肥満がみられます。また、初期症
状として、喉が渇く、トイレの回数が増えるなどがありますが、気が付かずに放置されてしまうことも少なくありません。糖尿病
のリスクや肥満について学校検診で指摘されても、病院を受診しないケースも多く、糖尿病の発症や進行につながります。肥満
や糖尿病に対し、適切な対応をせずに放置することで大人と同じように脂肪肝や高コレステロール血症などの脂質異常症や高血
圧などの合併症を引き起こしてしまう可能性もあります。
糖尿病の予防や治療で、大切なのは日々の生活習慣の改善です。成人の肥満・糖尿病への対策とは異なり、成長期の子どもでは、
食習慣、運動習慣などの改善にも工夫が必要です。専門家の指導を受けながら、子どもだけではなく、家族みんなで取り組む
ようにしましょう。食習慣であれば、ただカロリーを制限するのではなく、成長に必要な年齢相当に決められたカロリーをバランス
の良い食品できちんと摂取します。そのうえで高カロリーのお菓子やソフトドリンクの摂取機会を減らすため買い置きをしないよう
にしたり、食べる順番に気をつけたり、大盛りに見えるようなよそい方をしたりと工夫してみましょう。運動習慣については、鬼
ごっこなどの運動遊びを中心に楽しんで身体を動かす機会をつくってあげられるとよいですね。日常的に階段を使用したり、車の
利用を控え歩いてみたり、車を使うときは駐車場の一番遠い場所に駐車して歩く距離を延ばしたりするのもよいでしょう。睡眠不足
は食欲を刺激するホルモンの分泌を促進させ、反対に食欲を抑えるホルモンの分泌が減少するため、肥満につながりやすいと考
えられていますので注意が必要です。
子どもの糖尿病は、まずは予防、そして発症したら早期に発見・治療開始することが大切です。子どもの状態が気になる場合や
健診等で尿糖や肥満を指摘された場合には、きちんと医療機関を受診しましょう。
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⇒さらに詳しい情報は「クイズ解説」をご覧ください。

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/hs6nik00000005cb-att/20231219_2_1.pdf

